
さきたまだよりさきたまだよりさきたまだより

Contents
◆老健施設の機能を活かし「まちづくり」
　　　　　会長　小川郁男 ………………2
　　　　「永年勤続表彰」受賞者 ………………3

◆第21回埼玉県介護老人保健施設大会 … 4
　　　　優秀演題 ……………………………5

◆介護老人保健施設運営上の留意事項
　　　　埼玉県福祉部福祉監査課………6

◆老健で進めるリハビリテーション … 8

◆いきいき施設紹介 ………………… 11

◆埼老健介護百人一首優秀歌 ……… 12

No.

2016.

57
3















編 集 後 記
脳卒中と骨折予防
　ねたきり　ゼロへの第一歩

第

条
1 「手は出し過ぎず目は離さず」が

　介護の基本　自立の気持ちを大切に

第

条
6

ねたきりは　ねかせきりから作られる
　過度の安静逆効果

第

条
ベッドから移ろう移そう車椅子
　行動広げる機器の活用

第

条7

リハビリは早期開始が効果的
　始めようベッドの上から訓練を

第

条
3 手すり付け　段差をなくし　住みやすく

　アイデアいかした住まいの改善

第

条
8

暮らしの中のリハビリは
　食事と排泄、着替えから

第

条
4 家庭でも社会でも　喜び見つけ

　みんなで防ごう閉じ込もり

第

条
9

朝起きて、まずは着替えて身だしなみ
　寝・食分けて生活にメリとハリ

第

条
5 進んで利用　機能訓練　デイ・サービス

　寝たきりなくす人の和　地域の和

第

条
10

ねたきり0への10か条ねたきり0への10か条ねたきり0への10か条
ゼロゼロゼロ
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 毎月15日は いい介
１ ５

護 老健の日
利用者の幸せサポート　埼老健

　
　
　

埼
老
健
介
護
百
人
一
首
優
秀
歌

「
き
れ
い
だ
ね
」
誰
で
も
褒
め
る
優
し
い
目
あ
な
た
の
笑
顔
は
福
の
神
様

新
井　

泰
香
（
い
づ
み
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

年
重
ね
小
さ
く
な
っ
た
祖
母
の
背
は
鬼
の
父
さ
え
仏
に
変
え
る

飯
島　
久
美
子
（
い
づ
み
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

介
護
終
え
孫
の
出
迎
え
馴
れ
し
か
も
照
れ
の
心
に
う
れ
し
き
も
あ
り

池
田　
栄
十
郎
（
し
ょ
う
わ
）

長
谷
川
の
質
問
し
つ
つ
内
心
は
答
え
分
か
ら
ず
冷
汗
タ
ラ
リ

北
川　
さ
お
り
（
上
福
岡
リ
ハ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

ポ
ッ
ク
リ
と
死
に
た
い
も
の
だ
と
捨
て
台
詞
忘
れ
ず
き
ち
ん
と
病
院
通
い

坂
田　

光
子
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
・
な
ご
み
）

税
金
も
車
検
も
い
ら
ぬ
車
イ
ス
私
ガ
ソ
リ
ン
リ
ハ
ビ
リ
励
む

佐
藤　
美
恵
子
（
上
福
岡
リ
ハ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

介
護
職
笑
顔
と
忍
耐
両
天
び
ん

神
保　

綾
乃
（
上
福
岡
リ
ハ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

小
谷
あ
ゆ
み
賞

徘
徊
の
夫
を
見
つ
け
て
つ
れ
帰
る
二
人
の
肩
に
月
光
降
れ
り

高
篠　

勇
夫
（
鶴
ヶ
島
ケ
ア
ホ
ー
ム
）

小
谷
あ
ゆ
み
賞

夏
祭
り
い
つ
も
寝
て
い
る
妻
の
手
が
お
囃
子
聞
こ
え
舞
い
踊
る

寺
島　

友
明
（
埼
老
健
協
会
事
務
局
）

い
く
つ
に
な
っ
て
も
女
子
同
士
集
え
ば
い
つ
も
女
子
会
始
ま
る

藤
原　
智
恵
美
（
上
福
岡
リ
ハ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

恐
れ
て
た
在
宅
復
帰
の
肩
た
た
き
ま
た
ま
た
始
ま
る
老
老
介
護

吉
田　

昇
（
鶴
ヶ
島
ケ
ア
ホ
ー
ム
）

（
五
十
音
順
）

　

世
間
は
２
０
２
５
年
に
向
け
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
話
題
が
一
杯

で
す
。
認
知
症
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
や
虐
待
に
伴
う
職
員
事
故
な
ど
マ

ス
コ
ミ
で
も
高
齢
者
問
題
が
次
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
介
護
職
員

の
人
材
不
足
も
い
ま
だ
解
決
の
め
ど
も
立
ち
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
高
齢
者
を
取

り
巻
く
課
題
は
山
積
で
す
。
温
か
い
言
葉
と
優
し
い
手
に
包
ま
れ
て
、
笑
顔

あ
ふ
れ
る
日
々
を
過
ご
す
高
齢
者
こ
そ
が
豊
か
な
社
会
の
象
徴
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
職
員
の
処
遇
改
善
が
解
決
の
大
き
な
一
歩
で
す
。
世
間
並
み
の
処

遇
を
得
て
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
を
整
え
る
た
め
に
次
回
報
酬
改
定
で
ぜ

ひ
取
り
上
げ
て
頂
き
た
い
。 

（
事
務
局　

田
中　

哲
）


